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昭
和
18
年
、
戦
争
に
伴
う
軍
需
工
場
建

設
の
際
に
登
呂
遺
跡
は
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
地
表
面
下
の
採
土
か
ら
多
く
の
木
製

品
が
出
土
し
、
さ
ら
に
日
本
で
初
め
て

弥
生
時
代
の
水
田
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
戦
後
復
興
が
進
め
ら
れ
る
昭
和
22
年

か
ら
25
年
に
か
け
て
本
格
的
な
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
弥
生
時
代
後
期
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
調
査
は

学
際
的
に
行
わ
れ
、
日
本
考
古
学
協
会
の

設
立
の
契
機
と
も
な
り
ま
し
た
。
弥
生
時

代
後
期
の
農
村
の
姿
を
よ
く
表
す
遺
跡
と

し
て
、
昭
和
27
年
に
国
の
特
別
史
跡
に
指

定
。
ま
た
、
平
成
28
年
に
は
、
そ
の
出
土

品
７
７
５
点
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
史
跡

登
呂
遺
跡

弥生時代後期の農耕文化を今に伝える

火おこし体験体験展示室

高床倉庫（復元）
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平
成
三
十
年
　
年
頭
所
感

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

一
般
社
団
法
人 

静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

会
長
　
永
田 

重
郎

静
岡
市
長
　
田
辺 

信
宏

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
貴
会
で
は
「
会
員
の
連
帯

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
関
係
事
業
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
健
や
か
に

佳
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む

な
か
で
、
私
た
ち
は
組
織
の
充
実
を

図
り
会
員
が
健
康
で
明
る
く
過
ご
せ

る
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
に
と
心
掛
け
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は

を
深
め
、
仲
間
づ
く
り
を
進
め
よ
う
」

を
目
標
に
、
地
域
に
根
差
し
た
幅
広
い

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
相
互
に
協
力
を

し
て
日
々
の
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
以
外
に
も
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
に
直
接
加
盟
を
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
三
区
女
性
会
員
合
同
交
流
会

等
に
お
い
て
、
積
極
的
に
全
国
各
地

の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
様
と

交
流
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
変

素
晴
ら
し
く
、
誠
に
喜
ば
し
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
が
、
健

康
で
人
生
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

住
み
慣
れ
た
「
自
宅
で
ず
っ
と
」、

自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

な
ん
と
い
っ
て
も
そ
の
原
点
と
な
っ
て

活
動
し
て
い
る
４
０
０
余
り
あ
る
単
位

ク
ラ
ブ
の
力
で
す
。
市
・
区
で
行
う
諸

事
業
に
参
加
す
る
こ
と
も
大
切
で
す

が
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
独
自
の
知
恵
と
工

夫
で
創
り
出
す
活
動
こ
そ
が
基
本
と
考

え
ま
す
。
私
も
時
折
地
域
の
ク
ラ
ブ
か

ら
ご
案
内
を
い
た
だ
き
作
品
展
・
演
芸

会
・
総
会
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
等
々
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
素
晴
ら

し
い
内
容
で
質
の
高
さ
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

一
方
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
た

「
新
地
域
支
援
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
私
た
ち
も
自
主
自
立
、

相
互
支
援
と
い
う
考
え
の
も
と
、
こ

の
事
業
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、「
静
岡
市

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を

本
年
度
策
定
い
た
し
ま
す
。そ
し
て
、

計
画
の
施
策
方
針
で
あ
る
、「
健
康

長
寿
世
界
一
の
都
市
の
実
現
」、『「
自

宅
で
ず
っ
と
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

る
静
岡
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
』
の
た
め
様
々
な
施
策
を
推

　

8
月
22
日
（
火
）
午
後
1
時
よ
り

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
、
三
区
女
性

会
員
合
同
交
流
会
が
清
水
区
の
清
水

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
様
に

は
、
今
後
と
も
、
健
康
や
体
力
づ
く
り

に
ご
留
意
い
た
だ
き
、「
健
康
寿
命
世

界
一
の
都
市
の
実
現
」
に
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

経
験
豊
か
な
皆
様
の
知
恵
と
力
を
静

岡
市
政
に
活
か
し
て
い
く
た
め
に
も
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市

の
益
々
の
ご
発
展
、
そ
し
て
、
会
員

の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ

り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

テ
ル
サ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
約
４
０
０
名
の
会
員
が
講
演

会
、
活
動
事
例
報
告
等
ス
テ
ー
ジ

発
表
し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
会
員
増
に
成
功

し
て
い
る
、
兵
庫
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
、
会
長 

中
村
美
津
子
様

の
演
題
「
会
員
増
強
運
動
の
取
り

組
み
と
女
性
部
会
活
動
」
の
講
演

が
あ
り
、
会
員
増
強
活
動
を
継
続

し
て
い
く
に
は
組
織（
グ
ル
ー
プ
）

化
し
て
各
単
老
を
支
援
し
て
い

く
、
ま
た
女
性
会
員
の
役
員
へ
の

登
用
で
活
動
の
場
を
広
げ
女
性
パ

ワ
ー
の
発
揮
に
よ
る
会
員
増
強
運

動
の
展
開
等
、
こ
れ
か
ら
は
女
性
の

活
躍
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
が
よ
り
求
め
ら

れ
ま
す
。
講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
メ

モ
を
取
る
会
員
の
姿
が
数
多
く
見
ら

れ
全
員
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
三
区
の
女
性
会
員

に
よ
る
事
例
発
表
が
、
清
水
区
三
保

地
区
、
駿
河
区
南
部
地
区
、
葵
区
安

東
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
状
況
を

発
表
し
ま
し
た
。
次
に
各
区
女
性
委

員
に
よ
る
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
趣
向
を

凝
ら
し
た
催
し
物
が
行
わ
れ
会
場
を

沸
か
せ
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
は
女
性
だ
け
の
交
流
会

で
し
た
が
、
今
年
度
は
男
性
会
員
も

新
た
に
加
わ
り
大
会
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

（
石
川
享
一
）

今
年
度
は
男
性
会
員
も
参
加

４
０
０
名
が
活
動
事
例
と
講
話
で
学
ぶ

第１１回　三区女性会員合同交流会
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10
月
12
日
（
木
）
午
後
1
時
よ

り
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
主
催
、

第
1
回
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会
が
葵

区
静
岡
市
民
文
化
会
館
の
中
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

よ
り
定
時
総
会
と
は
別
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
第
1
部
が
表

彰
式
、
第
2
部
が
芸
能
発
表
会
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

第
1
部
で
は
、
功
労
者
表
彰

（
5
年
、
10
年
）、
会
員
増
強
特

別
賞
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

賞
、
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
老
人

ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
賞
等
、
功
労

者
、
優
秀
ク
ラ
ブ
に
対
し
永
田
会

長
よ
り
表
彰
状
が
40
名
、
4
団
体

の
方
々
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
式

次
第
に
そ
い
、
来
賓
祝
辞
で
は
参

列
く
だ
さ
っ
た
5
名
の
来
賓
の
う

ち
、
市
長
代
理
と
し
て
、
平
松
以

津
子
市
保
健
福
祉
長
寿
局
長
、、

井
上
恒
彌
市
議
会
議
長
、
宮
下
能

弘
市
社
協
副
会
長
よ
り
ご
祝
辞
を

頂
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
開
場
1
時
間
前
位
よ
り

多
く
の
会
員
の
皆
様
が
会
館
入
口

前
に
集
ま
り
開
場
を
今
か
今
か
と

待
つ
状
況
で
受
付
を
担
当
し
た
役

員
は
大
変
苦
労
を
し
た
よ
う
で

す
。
出
席
者
約
８
０
０
名
の
会
員

が
栄
え
あ
る
受
賞
者
を
祝
福
し
ま

し
た
。

　

第
2
部
の
芸
能
発
表
会
で
は
リ

フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

に
10
名
の
女
性
会
員
が
、
兵
児

帯
、
小
紋
、
大
島
紬
、
羽
織
、
着

物
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
コ
ー
ト
や
ワ

ン
ピ
ー
ス
、
チ
ュ
ニ
ッ
ク
に
身
を

包
み
ス
テ
ー
ジ
上
で
上
品
に
披
露

し
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
演
芸
発
表
で
は
15
団
体
の
皆

様
が
、
合
唱
、
舞
踊
、
コ
ミ
ッ
ク

ダ
ン
ス
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
等
、

日
頃
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
を
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
が
こ

ん
な
に
広
い
と
「
ビ
ッ
ク
リ
」
し

た
グ
ル
ー
プ
や
、
新
し
い
試
み
で

演
じ
る
前
に
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
活

動
内
容
を
紹
介
す
る
時
間
を
設
け

客
席
よ
り
激
励
が
飛
ん
だ
り
、
拍

手
が
送
ら
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
主
管
の
葵
区
役
員
の

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
石
川
享
一
）

市 老 連 の 活 動

初
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会
を
開
催

表
彰
式
と
芸
能
発
表
会
に
８
０
０
名
参
加
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関東甲信越静ブロック
老人クラブ連絡協議会表彰

区 氏名

葵　区 水上　博　
狩野きみよ

清水区 小谷　郁夫

会長5年以上功労者
区 氏名

葵　区

波田野竹雄
鈴木　力　
河合　謙次
佐藤　治幸
村松　良三
仲野　良男
白鳥　徳　

駿河区

小堀　孝一
久保　光弘
大嶋　勝郎
高田　鉱一
石上　操　

清水区

深澤　保平
名波　京一
山手　恒夫
辻　幹夫　
松田冨士夫
朝倉　隆弥

役員10年以上功労者
区 氏名

葵　区 杉山由美枝
市川　朝子

清水区

高橋　一郎
國持眞佐子
溝口　広子
斉藤　昇　
若杉　敏雄
髙田　昇　
曽根　定次
加茂　律子
椿　はる子
牧田　賢次
保坂　和子
樋口多鶴枝
小川　宜夫
鈴木　芳江
堀池　貞司

会員増強特別賞
区 クラブ名

駿河区 安居睦寿会

清水区 伝馬町睦会
折戸第三シニアクラブ

全国老人クラブ連合会表彰
区 氏名・クラブ

葵　区 笠井　泰子
清水区 遠藤　栄寿
葵　区 足久保生き生きクラブ

平成29年度表彰者 （敬称略）
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　葵区シニアクラブ連合会
主催、第 12 回スポーツ大

会が 11 月 1 日（水）、リニューアルした静岡市中央体育館で開
催されました。秋の長雨と台風の通過で参加者が集まるか心配
しましたが、ようやく秋晴れの晴天となり約 650 名の選手、応
援者が集い戦いが始まりました。各種競技に参加した選手はゴ
ール目指して必死に走り年齢も忘れ熱中している姿は若者その
ものです。得点競技（ボール押し、ボール送り、4 色玉入れ）
は 4 ブロックともチームの優勝目指して選手、応援者が一体
となって熱い戦いを繰り広げました。大きな事故（怪我）も無
く終了することが出来ました、早朝より準備
頂いた、役員、関係者の皆様ありがとうござ
いました。（石川享一）

　10 月 3 日（ 火 ）
葵区松富スポーツ広
場 に お い て 第 2 回
葵区ペタンク大会が
開催されました。青
空が覗き気持ちいい

秋空の中、40 チーム、160 名の選手が熱戦を展
開され、ビュット（玉）を狙って重たいボールを
投げ得点を競いました。
　競技はリーグ戦とトーナメント戦で実施され、
上位 15 チームが市老連大会に出場します。また

700gのボールに思いを込めて

優　勝 賤機学区 松寿会A
準優勝 西奈学区 草の実会C

第３位
西奈学区 草の実会B
美和学区 下与千寿会

優勝目指し一心同体

優　勝 第2ブロック（赤）井川・梅ケ島・大河内・玉川・賤機・美和・井宮
準優勝 第3ブロック（黄）西奈・千代田・竜南・麻機
第３位 第1ブロック（桃）中藁科・南藁科・服織・安西・田町・三番町
第４位 第4ブロック（青）安東・伝馬町・横内・一番町・駒形

ねんりんピック富山の出場もかけ真剣なプレー
が展開され、お揃いの赤色ユニフォーム松寿会 A
チームが優勝しました。
　前日より会場づくり等準備をしていただきまし
た地元会員の皆様、役員の皆様ありがとうござい
ました。大会結果は下記の通りです。

（石川享一）
大会結果

葵 区 活 動 紹 介

大会結果

第２回 葵区ペタンク大会

第１２回 葵区スポーツ大会
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　 秋も深 まり好 天 に 恵まれ た 11 月 15 日。近くの 神 社 では
七五三の祝いが行われていました。部分改修された中央体育館
で選手 450 名、実行委員 70 名と応援者の会員が一堂に集い第
12 回駿河区シニアクラブスポーツ大会が実施されました。

　3 ブロックに分かれて 6 種目の競技に熱い戦いが始まり、新種目を含め 5 種目終了時の得点が 3 ブロ
ックとも 100 点で横並びとなり、勝負の 6 種目目「３色玉入れ」がスタートです。選手はもとより、熱
気に満ちた応援の大歓声が体育館に響き渡ります。最終結果は下記のようになりました。
出場競技ごとに賞品を手にする仲間の表情
は、笑顔、笑顔です。満足感に包まれた素晴
らしい 1 日でした。（大石眞由美）

優　勝 準優勝
１位トーナメント 栗原笑福会（東源台） 有東１・２楽寿会（富士見）
２位トーナメント 大谷シニアクラブＡ（大谷） 登呂二丁目寿会Ａ（富士見）
３位トーナメント 八幡２丁目新生会（森下） 新寿会（西豊田）
４位トーナメント 西脇若葉会Ａ（中島） 福寿会（西豊田）

　9 月 20 日（水）中原スポーツ広場において 32 チーム 126
名の選手が参加して駿河区ペタンク大会が開催されました。
　昨年は残念ながら雨天のため開催できず悔しい思いをしまし
たが、その思いを吹き飛ばすようなハツラツとしたプレーを多
く見ることができました。まだまだ馴染みの薄いペタンクです
が、選手のみなさんは少しずつルールに慣れゲームを楽しんで
おられるようでした。大会結果は下表のとおりです。

（野田 睦彦）

駿 河 区 活 動 紹 介

３チーム横並びの大接戦
最終競技「３色玉入れ」で決着!!

優　勝 第 2ブロック　黄組〈南部・中島・長田北・東源台・東豊田〉
準優勝 第 3ブロック　青組〈富士見・中田・大谷・大里西・大里東〉
第３位 第 1ブロック　赤組〈西豊田・長田東・森下・川原・久能〉

大会結果

第１２回 駿河区スポーツ大会

第２回 駿河区ペタンク大会

大会結果

はつらつプレー続出、大会に126名参加
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　台風一過、青空が広がり気温もほどほどの絶好の
スポーツ日和となりました。まず、入場行進は嶺保
育園鼓笛隊を先頭に始まりました。小さな体でフ
ラッグを一生懸命振る行進は感動すら覚えました。
　競技はゴルフリレーに始まり、７種目で競いまし
た。優勝争いは最後の紅白玉入れゲームまでもつ
れ、白熱した戦いとなりました。大会結果は表のと
おりです。

（鈴木 泰造）　

　9 月 26 日（火）まだまだ暑さの残る日
でしたが、新興津緑地公園多目的広場で、
第 19 回清水区シニアクラブグラウンド・
ゴルフ大会」が開催されました。周囲に木
などの日差しをさえぎるものがないので心

配しましたが、各地区簡易テントなどを持参して熱中症対策の
準備がされていたのでホッとしました。男女交替してプレー
し、ホールインワンもたくさん出ました。強風になると砂が舞
い、大変だと聞いていましたがおだやかな一日で怪我や熱中症
の人も出ず無事終了しました。（吉野ちよみ）

順　位 氏　名 地区 総打数
ホール
インワン

優　勝 一圓　佳美 有度 33 3

準優勝 牧田　ムツ 蒲原 33 2

第３位 大石　相子 浜田 33 2

第４位 鈴木小夜子 高部 35 1

第５位 佐々ちよ子 駒越 36 1

順　位 氏　名 地区 総打数 ホール
インワン

優　勝 石輪　義信 高部 28 2

準優勝 川口　行洋 辻 29 3

第３位 岸山　雄治 折戸 32 2

第４位 山田　益男 三保 32 2

第５位 宇佐美將司 小島 33 2

男性の部

女性の部

※各地区から代表 10名の選手が参加（計 210 名）

※ 8ホール 2ラウンドで合計点を競う（個人戦）

順　位 地　区
第４位 庵原地区
第５位 不二見地区
第６位 蒲原地区

順　位 地　区
優　勝 興津地区
準優勝 岡地区
第３位 由比地区

清 水 区 活 動 紹 介

大会結果

大会結果

第 19 回 清水区シニアクラブグラウンド・ゴルフ大会

第 45 回 高齢者スポーツ大会

興津地区接戦制し連覇!!

75名がホールインワン
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　 第 12 回 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 輪 投 げ 大 会 は、3 区 か ら 代 表
５０４名の選手が参加して行われました。
　予選リーグの 24 ブロック（各 3 チーム）を 1 位で勝ち上がっ
たチームが決勝トーナメントに進みます。選手は
緊張した真剣な表情で投輪
し、高得点が出ると仲間と
ハイタッチしたり、応援団
が歓声を上げたりと喜びを
分かち合っていました。大
会結果は次のとおりです。

（鈴木 泰造）

順位 区 チーム名 学・地区
優　勝 清水 蒲原B 蒲　原
準優勝 駿河 登呂２寿会A 富士見

第３位 清水 シニアクラブ岡A 岡
駿河 登呂１楽友会A 富士見

敢闘賞

清水 蒲原A 蒲　原
駿河 丸子新田晁寿会A 長田東
駿河 登呂２寿会C 富士見
駿河 丸子新田晁寿会Ｂ 長田東

　９月１０日（日）〜１１日（月）、ねんりんピッ

ク秋田２０１７ペタンク交流大会に、静岡市を

代表して三保Ａ（清水区）が出場しました。４

チームによる予選のリーグ戦が行われ対戦成績

１勝２敗で惜しくも予選敗退となりましたが、

全国の仲間と交流を深め、元気な静岡を全国に

ＰＲすることが出来ました。

市 老 連 の 活 動

蒲原Ｂ優勝!! トーナメント平均251点 第１２回 シニアクラブ静岡市輪投げ大会

大会結果

大滝 晃男さん　　　大滝 時江さん
遠藤 美佐枝さん　　　　　　　山田 益男さん

ねんりんピック秋田 ペタンク交流大会に出場

全国の仲間と交流、親睦深める
三保Aチームのみなさん
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

私
の
所
属
す
る
「
梅
寿
会
」
は

会
員
40
名
程
の
小
さ
な
会
で
は
あ

り
ま
す
が
、
会
員
の
ほ
と
ん
ど
は

健
康
で
明
る
く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
を
は
じ
め
地
域
の
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
に
進
ん
で
参
加
し
、
ま

た
家
に
戻
れ
ば
農
作
業
の
手
助
け

と
野
菜
づ
く
り
に
励
む
会
員
ば
か

り
で
す
。

　

そ
し
て
梅
ヶ
島
は
市
民
の
命
の

水
と
な
る
水
源
地
で
あ
り
、
深
山

渓
谷
風
光
明
媚
な
自
然
豊
か
な
地

で
温
泉
と
清
ら
か
な
清
流
、
お
い

し
い
空
気
が
自
慢
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
は
経
済
、
社
会
現

象
の
荒
波
に
は
勝
て
ず
、
過
疎

化
と
少
子
高
齢
化
の
大
波
を
受

け
、
か
つ
て
は
１
０
０
０
人
以
上

い
た
人
口
も
今
で
は
４
５
０
人
程

に
な
っ
て
し
ま
い
、
高
齢
化
率
は

50
％
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
状
況
の
中
、
高
齢
者
は

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
老
人
会

へ
の
入
会
を
呼
び
か
け
て
も
面
倒

く
さ
い
と
か
、
益
体
無
し
と
四
の

五
の
言
っ
て
入
っ
て
く
れ
な
い
の

が
実
状
で
す
。

　

ま
た
私
た
ち
の
地
域
は
九
町

内
に
分
散
し
交
通
手
段
も
悪

く
、
歩
い
て
30
分
以
上
も
か
か

る
こ
と
な
ど
で
集
ま
る
こ
と
も

大
変
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
訳
で
会
員
は
少

な
い
で
す
が
、
会
の
事
業
、
道

草
講
座
（
食
育
、
健
康
、
編
み

物
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
、
小
旅
行
、
イ
ベ
ン
ト
参
加

等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
道
草
講
座
の
中
で

実
施
し
た
「
脳
ト
レ
ヨ
ガ
」
を

紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

な
ぜ
「
脳
ト
レ
ヨ
ガ
」
か
と

い
う
と
、
我
々
は
生
涯
健
康
で

い
た
い
欲
望
か
ら
、
足
腰
の
痛

み
か
ら
逃
れ
て
暮
ら
し
た
い
、
そ

れ
に
は
日
常
生
活
の
中
で
簡
単
に

実
行
で
き
、
か
つ
効
果
が
あ
る
こ

と
を
し
よ
う
と
、
3
回
に
渡
っ
て

「
ヨ
ガ
ア
カ
デ
ミ
ー
静
岡
協
会
」

の
鳥
居
海
仙
先
生
（
梅
ヶ
島
と
ご

縁
の
あ
る
）
に
講
師
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
1
回
目
は
手
、
指
を
伸

ば
し
た
り
、
回
し
た
り
等
の
ヨ
ガ

で
血
流
を
促
し
脳
を
活
性
化
さ
せ

る
。
2
回
目
は
耳
の
ツ
ボ
を
刺
激

す
る
こ
と
で
目
や
耳
の
衰
え
を
予

防
す
る
。
3
回
目
は
足
ヨ
ガ
、
足

の
裏
は
人
体
の
縮
図
、
つ
ぼ
の
宝

庫
、
体
の
全
臓
器
と
足
裏
は
関
連

す
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
ヨ
ガ
講

座
は
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
が
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
く
、
そ
し
て
体
が
軽
く

な
っ
た
、
す
っ
き
り
し
た
、
肩
こ

り
が
楽
に
な
っ
た
と
か
口
々
に
言

い
合
う
姿
を
見
て
、
こ
の
ヨ
ガ
講

座
を
行
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
願
わ
く
ば
講
座
で
教
わ
っ
た

「
ヨ
ガ
ト
レ
」
を
日
々
実
行
し
て

く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

人
間
の
幸
せ
と
は
、
一
、
健
康

は
幸
福
の
根
源
な
り　

二
、
健
康

に
勝
る
富
は
な
し　

三
、
健
康
を

失
へ
ば
す
べ
て
を
失
う　

四
、
健

康
は
若
い
う
ち
か
ら
時
間
を
か
け

積
み
重
ね
に
よ
っ
て
創
ら
れ
る
。

梅
ヶ
島
学
区　

梅
寿
会　

鈴
木 

英
次

葵 区 ク ラ ブ 活 動 紹 介

「
脳
ト
レ
ヨ
ガ
講
座
」
で

生
涯
健
康
老
人脳トレヨガに多くの会員が参加
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

当
ク
ラ
ブ
は
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
南
口

か
ら
徒
歩
10
分
！
近
年
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
森
下
公
園
を
八
幡
2
丁

目
1
番
と
す
る
閑
静
な
住
宅
街
に

あ
り
ま
す
。
約
４
０
０
世
帯
あ
る

自
治
会
に
56
名
が
会
員
と
し
て
所

属
し
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
年

の
活
動
は
、
学
区
一
斉
の
防
災
訓

練
へ
の
参
加
を
は
じ
め
、
春
に
実

施
さ
れ
た
自
治
会
独
自
の
防
災
訓

練
で
は
２
０
０
食
の
炊
き
出
し
の

手
伝
い
を
し
、
訓
練
後
は
満
開
の

桜
の
下
で
お
花
見
と
洒
落
こ
み

ま
し
た
。

　

森
下
小
学
校
の
バ
ザ
ー
で

は
、
輪
投
げ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

多
く
の
子
供
た
ち
に
接
し
元
気

な
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
足
腰
の
痛

み
は
ど
こ
へ
や
ら
？
で
し
た
。

森
下
公
園
で
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
の
練
習
に

も
熱
が
入
り
ま
す
。
今
年
は
初

出
場
に
も
関
わ
ら
ず
区
の
ペ
タ

ン
ク
大
会
で
3
位
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
優
勝
で
き
大
歓
声
で

し
た
。

　

バ
ス
1
台
が
満
席
に
な

る
程
の
参
加
者
で
の
浜
岡

原
子
力
発
電
所
の
見
学
は

関
心
度
も
高
く
、
一
人
一
人
が
こ

の
目
で
確
か
め
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
よ
う
で
す
。
リ
フ
ォ
ー
ム
作
品

展
へ
参
加
し
ス
テ
ー
ジ
上
で
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
モ
デ
ル
と

し
て
艶
や
か
な
姿
の
振
る
舞
い
を

披
露
し
ま
し
た
。
会
員
の
親
睦
と

し
て
の
旅
行
・
新
年
会
・
カ
ラ
オ

ケ
等
々
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
会
長
を
引
き
受
け
ま
し

た
が
会
員
の
仲
間
に
支
え
ら
れ
て

の
日
々
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
八

幡
2
丁
目
高
松
日
出
線
の
無
電
柱

化
事
業
に
伴
い
設
置
さ
れ
て
い
る

ガ
ス
灯
の
灯
り
の
よ
う
に
明
る
く

モ
ダ
ン
新
生
会
と
し
て
こ
れ
か
ら

も
健
康
に
気
を
付
け
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
で
会
の
絆
を
深
め
活
動
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。

森
下
学
区　

八
幡
2
丁
目
新
生
会　

会
長　

坂
井
美
智
枝

笑
顔
い
っ
ぱ
い
新
生
会

駿 河 区 ク ラ ブ 活 動 紹 介

活動場所である公園の美化も行います

輪投げコーナーを設けて子どもたちと交流
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

私
た
ち
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
長

ち
ょ
う
せ
い
か
い

生
会

は
、
会
員
数
36
人
（
男
13
人
・
女

23
人
）。
新
規
加
入
者
が
少
な
い

中
、
亡
く
な
ら
れ
る
方
や
高
齢
に

よ
る
退
会
等
で
年
々
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
は
女
性
が
6
人

加
入
し
ま
し
た
の
で
、
喜
ん
で
い

ま
す
。

　

活
動
と
し
て
は
月
例
会
を
毎
月

1
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
送
迎
バ

ス
で
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
行

き
、
最
初
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て

か
ら
、
月
初
め
に
行
う
連
合
会
の

会
議
報
告
の
後
、
皆
で
お
し
ゃ
べ

り
し
、
輪
投
げ
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
楽
し

く
過
ご
し
ま
す
。
毎

年
4
月
に
は
総
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
奉
仕
活
動

を
毎
月
1
回
、
5
日

の
朝
7
時
30
分
か

ら
（
1
月
か
ら
3
月

は
8
時
）
近
く
の
神

社
と
公
園
の
掃
除
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
こ
の
神
社
は
、
和
歌
宮

神
社
と
い
い
、
蒲
原
吹
上
の
浜

で
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
「
田た

ご子
の

浦う
ら

ゆ
う
ち
出で

て
み
れ
ば
真ま

し
ろ白

に

ぞ
富ふ

じ士
の
高た

か
ね嶺
に
雪ゆ

き

は
降ふ

り
け

る
」
で
有
名
な
万
葉
の
歌
人
山

部
赤
人
の
和
歌
に
ち
な
ん
で
建

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
年
2
回
開
催
さ
れ

る
蒲
原
地
区
輪
投
げ
大
会
に
毎

回
2
～
3
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

お
り
、
過
去
に
は
優
勝
、
準
優

勝
し
て
、
市
老
連
大
会
へ
出
場

し
た
こ
と
も
何
度
か
あ
り
ま

す
。
今
年
9
月
に
行
わ
れ
た
蒲

原
地
区
大
会
で
は
全
体
で
24
チ

ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
が
、
わ
が
ク

ラ
ブ
か
ら
は
3
チ

ー
ム
が
参
加
し
、

A
チ
ー
ム
が
見
事

優
勝
、
B
チ
ー
ム

は
4
位
と
い
う
結

果
で
し
た
。

　

そ
し
て
輪
投
げ

大
会
と
同
様
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
も
年
2
回
蒲

原
地
区
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
わ
が
ク
ラ
ブ
か
ら
は
希
望
者

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
と
年
度
末
の
2
回
、

連
合
会
で
バ
ス
旅
行
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
各
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら

希
望
者
を
募
り
、
40
名
程
度
参
加

し
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
4
月
の
自
治
会
総
会
の

際
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況

を
話
し
、
加
入
の
勧
誘
を
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
も
周
り
の
人
た
ち

に
呼
び
か
け
、
一
人
で
も
多
く
の

人
と
「
楽
し
さ
と
健
康
維
持
」
を

共
有
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

清 水 区 ク ラ ブ 活 動 紹 介

蒲
原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会　

西
町
長
生
会　

会
長　

佐
藤　

志
郎

な
ご
や
か
で
楽
し
い
活
動
に

清掃作業には多くの会員が参加してくれます

仲間が集えば笑顔こぼれる
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　7 月 11 日（火）狐ヶ崎ヤング
ランドボウルで「第 13 回ボウリ
ング大会」が行われました。男性
79 名、女性 53 名計 132 名が参
加しました。昨年よりやや少ない
もののボウリング場は熱気ムンム
ンでした。開会式・ラジオ体操が
すむと、いよいよ 5 分間の練習
時間。会場はボールの転がる音、
ストライクを知らせる音楽などで
急ににぎやかになりました。
　始球式は、中島会長と柏木保体
副委員長のお二人。昔とった杵づ

　12 月 1 日（金）清水庵原球場多目的
広場にて、ねんりんピック富山２０１８
交流大会出場チーム選考大会が晩秋の
青空の下、64 チーム（葵区 15、駿河区
15、清水区 34）で行われました。予選リーグの戦績別に、Ｓ１〜Ｓ
４に分かれて決勝トーナメントを戦います。ビュットを目標にボール
を投げ、近づくと仲間と歓声を上げて喜びを分かち合っていました。
大会結果は別表のとおりです。（鈴木 泰造）

優　勝 堀　　正幸（船　越） 397点

準優勝 宇佐美將司（小　島） 369点

第３位 中村　哲治（不二見） 363点

優　勝 櫻井　錺子（船　越） 335点

準優勝 高田ふみ子（岡） 327点

第３位 堀内みね子（駒　越） 318点

かで見事ストライク、大きな拍手が寄
せられました。いよいよ試合開始。見
事なフォームで玉を投げる人、ストラ
イクが出てハイタッチをする人。音と
動きで活気が溢れ、有意義で楽しい交
流ができました。2 ゲーム合計のスコ
アで入賞した方々は以下の通りです。

（吉野ちよみ）

男性の部 女性の部

第１3 回 ボウリング大会

大会結果
熱気ムンムン
ストライク目指し132名が熱戦!!

市 老 連 の 活 動

清 水 区 活 動 紹 介

大会結果
順位 チーム名 区・学・地区
優　勝 鳥坂 清水区　高部
準優勝 興津Ｂ 清水区　興津

第３位 興津Ａ 清水区　興津
有度長崎 清水区　有度

敢闘賞

むつみ会 駿河区西豊田
栗原笑福会 駿河区東源台
草の実会Ｄ 葵　区　西奈
浜田Ａ 清水区　浜田

１位（予選通過）の部

優　勝 草の実会Ｂ 葵　区　西奈
準優勝 大谷Ａ 駿河区　大谷

２位（予選通過）の部

優　勝 清水港 清水区　清水
準優勝 住吉シニアクラブ 葵　区一番町

３位（予選通過）の部

優　勝 松寿会Ｅ 葵　区　賤機
準優勝 三保羽衣Ｂ 清水区　三保

４位（予選通過）の部

鳥坂（高部）優勝、全国大会へ!!
興津Ｂが準優勝と健闘!!

第４回 シニアクラブ静岡市ペタンク大会
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　芸術の秋の恒例ともいえる清水福祉総合文化
祭作品展が今年もは〜とぴあ清水で行われまし
た。開会式には来賓として海野清水福祉事務所
長をはじめ、たくさんの方が参列して下さり、
華やかなテープカットで開場されました。
　清水区に住む 60 歳以上の方、または障害者
手帳をお持ちの方の作品発表の場です。絵画・
書道・工芸・手芸などの作品 379 点が出展され、
展示も来場者の方が鑑賞しやすいように工夫を
されていました。なお期間中４日間で 712 人
の方が楽しんで作品を鑑賞してくださいまし
た。（吉野ちよみ）

　11 月 29 日（水）～ 12 月 3 日（日）までの 5 日間、
静岡市民ギャラリーにて、葵区・駿河区合同作品展が
開催されました。1 年間この日のために時間をかけての
作品作りで、絵画・写真・書道・手芸、工芸等多数の
力作が揃いました。回も重ねるごとに技術が増して素
晴らしい作品展となり、大勢の方々に見て頂くことが
できました。「素晴らしい作品ですね…」の声も多く嬉
しくなりました。

　作品の前に立ち止まり見入る人、何でできているのか問われる人、こんなの作ってみたいと言う人
にも出会えました。指先を使うことは頭脳の活性化を図るため、認知症とは無縁です。会員以外の方々
も多数来場され新会員の確保に繋がれば幸いです。
　次回を楽しみに作品作りに精を出して頂きたいと思います。（石川和恵）

大好評！力作ぞろいの作品展 清水福祉総合文化祭作品展

第１３回 葵区・駿河区合同作品展

期間中、多くの方が来場し

て所狭しと展示された作品

を鑑賞。大盛況の作品展と

なりました。

出展された作品の出来映えに感嘆の吐息をもらす

個性あふれる作品、1,300人魅了
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

「
鎌
倉
の
ん
び
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
開
催

自
然
の
な
か
、１
万
歩
の
鎌
倉
散
策

　

第
2
回
目
と
な
り
ま
す
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
主
催
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

12
月
12
日
（
火
）
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
「
鎌
倉
の
ん
び
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
で
す
。

　

当
日
は
今
年
一
番
の
冷
え
込
み

で
寒
い
朝
で
し
た
が
、
出
発
前
に

は
全
員
集
合
し
出
発
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
参
加
者
１
２
２
名

（
葵
区
33
名
、
駿
河
区
45
名
、
清

水
区
44
名
）
と
昨
年
よ
り
参
加
者

は
減
り
ま
し
た
が
大
型
バ
ス
3
台

に
乗
り
鎌
倉
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

11
時
半
、
源
氏
山
公
園
周
回
ス

タ
ー
ト
で
す
。
ま
ず
目
指
す
は
源

頼
朝
像
が
建
つ
公
園
。
皆
さ
ん
途
中

ま
で
は
元
気
に
歩
い
て
い
ま
し
た
が

化
粧
坂
の
上
り
坂
は
一
番
の
難
所
で

す
。
高
低
差
が
激
し
く
地
面
も
湿
っ

て
お
り
お
ま
け
に
落
ち
葉
で
大
変
滑

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
男
性
が

女
性
を
手
助
け
し
肩
を
貸
し
た
り
、

下
か
ら
押
し
た
り
と
協
力
し
合
い
登

り
切
り
ま
し
た
。
後
は
下
り
の
み
で

す
。
少
し
下
る
と
銭
洗
弁
財
天
宇
賀

福
神
社
で
す
。
鳥
居
を
く
ぐ
り
洞
窟

を
抜
け
境
内
に
入
り
線
香
と
ザ
ル
の

セ
ッ
ト
（
１
０
０
円
）
を
買
い
奥
の

洞
窟
（
奥
宮
）
の
中
の
洗
い
場
で
ひ

し
ゃ
く
を
使
い
お
金
を
洗
い
ま
し

た
。（
銭
洗
水
で
お
金
を
洗
う
と
何

倍
に
も
増
え
て

戻
っ
て
く
る
と

言
わ
れ
て
い
ま

す
）

　

こ
こ
が
中
間

点
で
し
た
。
後

半
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。
今
度
は

鎌
倉
駅
を
目

指
し
て
の
緩
や
か
な
下
り
坂
で

す
。
狭
い
道
路
で
も
車
の
往
来
が

激
し
く
要
注
意
で
す
。
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
少
し
歩
く
と
鎌
倉
駅
、
そ

し
て
小
町
通
り
に
で
ま
し
た
。
小

町
通
り
は
平
日
で
も
多
く
の
人
た

ち
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

い
て
ま
と
も
に
歩
け
な
い
よ
う
な

賑
わ
い
で
す
。
参
加
者
の
皆
様
も

大
き
な
お
土
産
袋
を
提
げ
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し

ん
だ
様
で
し
た
。
天
気
も
良
く
最

高
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
と
な
り

ま
し
た
。
時
間
を
守
り
、
怪
我
も

な
く
無
事
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ち
な
み
に
私
の
本
日
の
歩
数

１
万
１
３
５
歩
で
し
た
。

（
石
川
享
一
）

願いを込めて銭洗い弁天で硬貨を洗う

急な上り坂は協力しあいながら登ります

１２２名が元気にウォーキング
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私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

平
成
7
年
か
ら
25
年
ま
で
の
18

年
も
の
間
、
自
治
会
長
や
連
合
自

治
会
長
と
し
て
地
域
の
た
め
に
ご

活
躍
し
て
下
さ
り
92
歳
に
な
ら
れ

た
今
も
お
元
気
で
ス
イ
ミ
ン
グ
ク

ラ
ブ
へ
泳
ぎ

に
お
出
か
け

の
伊
藤
正
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、
現
在
住
ん
で
い

る
万
世
町
で
生
ま
れ
、
成
長
し
た

頃
に
は
戦
争
が
は
げ
し
く
な
り
、

勉
強
は
せ
ず
に
「
勤
労
奉
仕
」
で

農
家
へ
畑
仕
事
の
手
伝
い
に
行
っ

た
り
し
ま
し
た
。
大
学
生
と
な
っ

た
時
は
「
学
徒
動
員
」
で
広
島
の

軍
隊
で
訓
練
を
受
け
出
陣
間
近
に

終
戦
と
な
り
、
一
命
を
取
り
止
め

る
と
い
う
厳
し
い
青
年
時
代
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
も
背
筋
が

ピ
ン
と
伸
び
、
年
寄
り
ら
し
さ
が

感
じ
ら
れ
な
い
の
は
、
こ
う
い
う

中
で
育
ま
れ
た
精
神
と
肉
体
だ
か

ら
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。

　

水
泳
と
の
出
会
い
を

お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
副
会
長
の
時

会
長
が
亡
く
な
ら
れ
、

後
を
引
き
継
ぐ
と
い
う

こ
と
が
二
度
も
あ
り
、

健
康
の
大
切
さ
を
痛
感
し
、
退
職

後
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
た
趣
味
を

健
康
づ
く
り
に
最
適
な
水
泳
1
つ

に
絞
っ
た
と
の
こ
と
。

　

伊
藤
さ
ん
の
す
ご
い
所
は
、
自

己
流
だ
っ
た
泳
法
を
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
つ
い
て
４
種
の
泳
法
を

す
べ
て
修
正
し
た
と
い
う
所
で

す
。

　

そ
の
後
マ
ス
タ
ー
ズ
競
泳
大
会

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
仲
間
と
出

場
し
た
と
こ
ろ
全
く
歯
が
立
た

ず
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て

出
場
者
の
少
な
い
バ
タ

フ
ラ
イ
で
挑
戦
す
る
こ

と
に
決
め
、
コ
ー
チ
の

指
導
を
受
け
、
筋
ト
レ

1
時
間
、
泳
法
2
時
間

と
い
う
練
習
を
続
け
、

暇
さ
え
あ
れ
ば
プ
ー
ル

で
泳
ぐ
日
々
を
送
り
ま

し
た
。

　

こ
の
努
力
が
実
を
結
び
、
70
歳

代
か
ら
新
記
録
で
メ
ダ
ル
を
取
り

続
け
、
今
で
は
賞
状
・
メ
ダ
ル
・

カ
ッ
プ
が
部
屋
中
に
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

80
歳
に
な
っ
て
、
左
肩
の
筋
を

痛
め
、
左
腕
が
思
う
よ
う
に
動
か

せ
な
く
な
り
、
競
泳
生
活
も
終
わ

り
か
と
意
気
消
沈
し
て
い
た
時
、

同
じ
大
会
に
片
腕
の
な
い
人
が
ス

ピ
ー
ド
も
バ
ラ
ン
ス
も
普
通
の
選

手
と
全
く
変
わ
ら
な
い
で
泳
い
で

い
る
の
を
見
て
衝
撃
を
受
け
、
痛

さ
を
乗
り
越
え
て
再
び
頑
張
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

90
歳
を
過
ぎ
た
今
、
泳
法
を
負

担
の
少
な
い
ク
ロ
ー
ル
に
変
え
、

90
～
94
歳
区
分
で
出
場
し
て
い
ま

す
が
、
対
戦
相
手
が
い
な
い
の
で

「
公
認
記
録
証
」
と
な
り
少
し
残

念
そ
う
で
し
た
。（
吉
野
ち
よ
み
）

趣
味
の
水
泳
で
健
康
づ
く
り

写真提供　静岡新聞社
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平
成
9
年
に
発
足
し
今
年
で
20
年
余
に
な
り

ま
す
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
の
協
力
を
得
て
ポ
イ
捨
て
場
所
が
今
は
季
節

の
花
が
咲
き
ほ
こ
る
花
壇
と
な
り
、
皆
様
方
よ

り
「
き
れ
い
で
す
ね
」
と
声
の
掛
か
る
毎
日
と

な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
も
月
末
の
土
曜
日

に
は
、
全
員
で
草
取
り
作
業
を
し
、
き
れ
い
な

花
壇
を
目
指
し
て
や
っ
て
お
り
ま
す
。
観
光
バ

ス
が
通
る
道
路
で
す
の
で
、
常
に
花
の
あ
る
様

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
で

も
何
度
か
賞
を
頂
い
て
お
り
、
き
れ
い
に
し
て

皆
様
に
見
て
頂
く
こ
と
が
楽
し
み
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
の
協
力
を
得
て
き
れ
い
な

花
壇
で
あ
る
様
に
頑
張
っ
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
は
、
季

節
に
合
っ

た
花
の
育

成
が
大
事

と
な
り
ま

す
。
き
れ

い
な
中
島

花
壇
で
あ

る
様
頑

張
っ
て
参

り
ま
す
。

　

平
成
4
年
2

月
、
用
宗
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
て
静
岡

市
役
所
福
祉
高
齢

課
主
催
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
講

習
会
が
あ
り
参
加

し
ま
し
た
。
受
講
者
は
30
名
ほ
ど
お
り
、
基
本
ル
ー
ル
、
打
撃
、

マ
ー
カ
ー
の
置
き
方
等
、
し
っ
か
り
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

　

老
若
男
女
問
わ
ず
、
シ
ニ
ア
カ
ー
、
片
腕
の
方
で
も
出
来
る

ル
ー
ル
は
、
非
常
に
簡
単
で
お
互
い
に
楽
し
く
無
理
を
し
な
い

で
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
早
速
、
美
和
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
て
説
明
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
各
単
老
ク
ラ
ブ
か
ら

も
ル
ー
ル
説
明
と
練
習
方
法
の
説
明
依
頼
が
殺
到
し
、
忙
し
く

飛
び
回
り
ま
し
た
。
驚
く
ほ
ど
早
く
普
及
し
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

を
は
じ
め
市
内
各
所
で
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
で
は
全
国

的
シ
ニ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
普
及
し
て
お
り
ま
す
。

　

試
合
形
式
は
団
体
戦
、
個
人
戦
等
あ
り
ま
す
が
、
個
人
戦
の

方
が
多
い
で
す
。
私
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
内
牧
お
茶
の

里
、
春
は
桜
花
爛
漫
の
下
で
プ
レ
ー
し
ま
す
。
ス
イ
ン
グ
好
調

で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
で
た
と
き
は
気
分
最
高
、
現
在
は
電
電

公
社
Ｏ
Ｂ
会
、
退
職
者
福
祉
協
議
会
、
安
倍
サ
ロ
ン
等
で
も
プ

レ
ー
し
て
い
ま
す
。
真
っ
直
ぐ
に
打
つ
に
は
フ
ォ
ロ
ー
ス
ル
ー

ま
で
ボ
ー
ル
、マ
ッ
ト
を
見
て
打
つ
、ス
ラ
イ
ス
ラ
イ
ン
、フ
ッ

ク
ラ
イ
ン
の
方
は
左
足
を
前
に
出
す
か
下
げ
る
か
で
調
整
し
て

み
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
ミ
ニ
菜
園
で
夜
盗
虫
の
食
べ
残
し
を

食
べ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

「
中
島
花
壇
の
会
」
の
活
動

　
駿
河
区
　
中
島
中
寿
会
　
会
長
　
小
田
巻 

芳
雄

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
普
及
に
尽
力

　
　
葵
区
　
内
宮
町
健
寿
会
　
松
永 

安
太
郎

私 た ち こ ん な こ と し て い ま す ！

楽しいグラウンド・ゴルフ
もっと多くの人にプレー
してもらいたいです

協力してきれいな花壇をつくります
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葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

三
浦　

範
子

そ
れ
ぞ
れ
に
未
来
の
あ
り
ぬ
貝
割
葉

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

望
月　

澄
子

山
里
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
秋
の
彩

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

鈴
木　

辰
男

老
鶯
に
し
ば
し
聞
き
い
る
峠
茶
屋

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

由
比
藤
敏
幸

秋
匂
ふ
鍬
を
片
手
に
農
婦
立
つ

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

西
村
喜
三
郎

舟
盛
り
に
添
ふ
や
一
枝
初
も
み
じ

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

平
出　

幹
明

輪
唱
の
ひ
び
く
校
舎
や
天
高
し

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

西
村　

和
穂

名
月
や
六
畳
一
間
の
セ
レ
ナ
ー
デ

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

滝
浪
の
ぶ
江

障
子
貼
る
夫
の
手
元
の
手
際
よ
く

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

石
川
た
づ
子

秋
の
日
に
筋
ト
レ
励
む
検
査
前

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

倉
戸　

照
夫

夕
風
や
寺
鐘
の
流
れ
秋
の
色

葵
区　

安
東
学
区　

し
の
の
め
ク
ラ
ブ　

朝
倉　

司
朗

椋
鳥
の
群
れ
真
一
文
字
に
田
を
は
し
る

葵
区　

安
東
学
区　

千
寿
会　

鈴
木　

健
仁

山
影
や
農
夫
に
ま
と
ふ
秋
あ
か
ね

葵
区　

中
藁
科
学
区　

笑
和
会　

勝
山　

京
子

稜
線
の
影
黒
ぐ
ろ
と
冬
隣

葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

昭
二

百
寿
ま
で
生
き
て
と
言
は
れ
屠
蘇
を
酌
む

駿
河
区　

森
下
学
区　

長
寿
会　

望
月　

謙
吉

う
ぶ
す
な
に
新
絵
馬
の
光
春
立
て
り

清
水
区　

三
保
地
区　

塚
間
八
千
代
ク
ラ
ブ　

内
藤　

君
江

彼
岸
花
雨
風
負
け
ず
咲
き
ほ
こ
り

清
水
区　

駒
越
地
区　

殿
沢
老
人
ク
ラ
ブ　

庄
司
美
智
子

初
あ
か
り
三
保
の
松
映
ゆ
神
の
道

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

大
型
の
行
き
交
う
壁
に
虫
の
声

清
水
区　

有
度
地
区　

公
寿
会　

青
木　

一
枝

さ
さ
や
か
な
老
の
夢
あ
り
初
暦

清
水
区　

庵
原
地
区　

小
里
小
屋
敷
老
人
会　

小
川　

健
二

秋
晴
れ
や
今
日
も
い
き
い
き
シ
ニ
ア
カ
ー

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

赤
石
泰
江

竹
の
子
の
頭
見
つ
け
た
腕
が
な
る

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

町
塚
け
い
子

幼
な
友
名
前
浮
か
ば
す
渾
名
呼
ぶ

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　
　

山
下　

利
子

軽
や
か
に
ス
テ
ッ
プ
踏
ん
で
若
が
え
る

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

山
本　

茂　

巣
立
鳥
俺
も
巣
立
っ
て
八
十
八

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

松
永
安
太
郎

冬
景
色
眺
め
ゆ
っ
た
り
露
天
風
呂

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

お
通
し
の
箸
割
る
前
に
薬
飲
み

俳
句

川
柳

短
歌

会
員
文
芸
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清
水
区　

三
保
地
区　

塚
間
八
千
代
ク
ラ
ブ　

内
藤　

君
江

庭
先
に
み
ご
と
に
咲
い
た
彼
岸
花

　

道
行
く
人
の
目
を
う
ば
う
な
り

清
水
区　

有
度
歩
み
会　

林
部　

茂
巳

箱
根
の
ツ
ツ
ジ
満
開
風
さ
や
か

　

湖
水
に
浮
か
ぶ
朝
焼
け
の
富
士

清
水
区　

清
水
和
朗
会　

山
梨　

福
江

病
み
初
め
て
未
完
の
ま
ま
の
百
合
の
絵
の

　

イ
ー
ゼ
ル
に
残
る
夫
の
ア
ト
リ
エ

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

窓
越
し
の
赤
子
の
声
に
指
を
折
り

　

立
派
に
育
て
と
朝
日
に
祈
る

清
水
区　

江
尻
地
区　

川
岸
町
老
人
会　

松
永　

勝
子

友
去
り
て
心
に
し
み
る
秋
の
風

　

語
れ
ぬ
淋
し
さ
想
い
出
の
日
々

前
回
の
答
え

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者
（
敬
称
略
）

牛
山
　
三
男
　
　
笹
本
　
宣
代
　
　
鈴
木
　
映
子

服
部
　
明
子
　
　
深
澤
き
ぬ
子
　
　
堀
井
　
裕
一

村
松
　
繁
　
　
　
望
月
　
幸
次
　
　
山
田
　
敬
子

山
梨
　
福
江

多
数
ご
応
募
く
だ
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

抽
選
の
結
果
10
名
の
方
に
は
、
記
念
品
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

セ

ミ

シ

グ

レ

クロスワードパズル 　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
、
新
た
に
第
1
回
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会
が
、
静
岡

市
民
文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
功
労
者
表

彰
と
芸
能
発
表
会
を
一
体
化
し
た
催
し
で
多
数
の
会

員
の
皆
様
に
ご
参
集
頂
き
表
彰
さ
れ
ま
し
た
方
々
、

団
体
等
を
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。
第
2
部
の
芸
能
発
表

会
で
は
参
加
者
が
限
定
さ
れ
ま
し
た
が
出
演
し
た
皆
様
は
日
頃

の
練
習
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、
客
席
よ
り

激
励
、
拍
手
が
盛
大
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
輪
投
げ
、
ペ
タ
ン
ク
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
「
健
康
づ
く
り
」、
三
区

女
性
会
員
合
交
流
会
、作
品
展
、芸
能
発
表
会
等
の「
文
化
教
養
」

活
動
な
ど
多
種
多
様
に
渡
る
催
し
に
参
加
頂
き
楽
し
く
真
剣
に

取
り
組
み
実
力
を
発
揮
し
て
頂
き
ま
し
た
。
本
年
も
皆
様
の
活

躍
を
誌
面
に
載
せ
こ
の
情
報
誌
で
会
員
増
に
つ
な
が
れ
ば
、
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
皆
様
方
か
ら
の
提
案
、
情
報
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

（
石
川
享
一
）

◎
鈴
木　

泰
造
（
清
水
区　

有　

度
）

○
石
川　

享
一
（
葵　

区　

千
代
田
）

　

石
川　

和
恵
（
葵　

区　

田　

町
）

　

野
田　

睦
彦
（
駿
河
区　

中　

田
）

　

大
石
眞
由
美
（
駿
河
区　

久　

能
）

　

吉
野
ち
よ
み
（
清
水
区　

浜　

田
）

　

◎
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長

短
歌

・短歌・俳句・川柳を寄稿ください。

　※なお多くの方々の作品を掲載したいため１人１点でお願いします。

・楷書で正確にご記入下さい。

・原稿には本文の前に題名・学地区・クラブ名・筆者・電話番号も

　必ずご記入ください。

・原稿の採否・一部削除などは広報専門委員会にお任せ願います。

・原稿はお返しいたしませんので、あらかじめコピーを

　とっておいてください。

・ご意見、ご要望お待ちしています。

　（紙面上にて適宜ご紹介させていただきます）

静岡市老人クラブ連合会事務局

原 稿 募 集

次回は平成30年7月号（第27号）発行です

〒４２０−０８５４　静岡市葵区城内町1番1号　静岡市中央福祉センター3階

編 集 後 記

 原稿締め切り
5月15日（火）
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9
月
12
日
、

ご
長
寿
初
体
験
に
応
募
し
採

用
さ
れ
た
仲
間
が
ホ
テ
ル
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
18
階
に
集
合
し

ま
し
た
。
仲
間
の
一
人
一
人

が
ま
さ
か
私
が
？
と
異
口
同

音
。
収
録
で
全
員
で
の
集
合

撮
影
。
普
段
見
慣
れ
な
い
カ

メ
ラ
、
マ
イ
ク
。
そ
の
他
の

機
器
が
人
と
共
に
動
き
だ
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
は
「
空
を
飛
び

た
い
」
「
海
底
を
の
ぞ
い
て

み
た
い
」
を
希
望
し
た
4
名

が
、
ゴ
ー
グ
ル
を
つ
け
Ｖ

Ｒ
疑
似
体
験
。
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
に
乗
っ
た
気
分
で
大
空

を
空
中
散
歩
、
ま
た
海
中
を

泳
ぎ
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
魚
に

出
会
い
ど
き
も
抜
い
た
り
で

「
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
わ
あ
わ
あ

う
わ
あ
っ
！
」
と
賑
や
か
な

会
場
で
し
た
。

　

次
は
「
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド

レ
ス
を
着
て
み
た
い
」
の
3

名
。
「
自
分
た
ち
が
結
婚
す

る
と
き
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

ド
レ
ス
は
な
か
っ
た
の
で
一

日
も
若
い
う
ち
に
着
て
み
た

か
っ
た
」
「
結
婚
式
を
挙
げ

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の

で
」
等
の
夢
の
夢
を
叶
え
た

か
っ
た
と
恥
じ
ら
い

を
見
せ
な
が
ら
話
さ

れ
た
3
人
が
綺
麗
に

メ
イ
ク
さ
れ
純
白
の

ド
レ
ス
姿
で
登
場
し

た
と
き
は
一
同
大
喝

采
で
し
た
。
ま
た
サ

プ
ラ
イ
ズ
で
タ
キ
シ

ー
ド
姿
の
ご
主
人
が

登
場
し
模
擬
結
婚
式

が
行
わ
れ
同
席
し
て

夢
を
叶
え
る

　
　「
ご
長
寿
初
体
験
」

い
た
娘
さ
ん
お
二
人
は
涙
す

る
ほ
ど
で
し
た
。

　

最
後
は
「
仮
装
を
し
て
み

た
い
」
の
1
名
は
ス
パ
イ
ダ

ー
マ
ン
に
仮
装
し
て
登
場
。

こ
の
方
は
20
年
余
の
舞
踊
の

キ
ャ
リ
ア
の
持
ち
主
で
黒
田

節
を
披
露
。
テ
ー
プ
を
投

げ
蜘
蛛
の
糸
の
再
現
を
し
ハ

イ
！
ポ
ー
ズ
、
で
撮
影
収
録

は
全
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

ピ
エ
ー
ル
瀧
さ
ん
、
広
瀬

ア
ナ
と
の
す
べ
り
の
良
い
会

話
、
30
分
ほ
ど
の
Ｔ
Ｖ
放
送

の
た
め
に
多
く
の
人
・
機
材
・

撮
影
時
間
を
要
す
る
こ
と
を

改
め
て
体
験
し
、
大
変
良
い

企
画
に
参
加
で
き
た
こ
と

に
感
謝
と
幸
せ
を
感
じ
ま
し

た
。
（
大
石
眞
由
美
）

　「市老連だより」発行に際しまして、ご協賛頂きましたスポンサー各位に厚く御礼申し上げます。

本紙は会員のさらなる健康増進、生きがいの向上、会員相互の親睦などを願って発行するものであります。

これらの趣旨をご理解いただき、今後とも温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

「
ピ
エ
ー
ル
瀧
の
し
ょ
ん
な
い
Ｔ
Ｖ
」に
出
演

みんなのいろんな夢が叶いました

市老連会員が

サプライズでご主人も
タキシードで登場

◇スポンサーへのお礼


